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「
－
ま
 
え
 
が
 
き
 
 

中
唐
中
期
の
小
説
集
麻
化
記
は
過
去
に
お
い
て
研
究
者
の
眼
に
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
小
説
集
で
あ
っ
た
。
漸
く
近
年
、
斉
魯
善
 
 

社
刊
 
『
太
平
広
記
選
』
へ
王
故
意
・
余
潤
沢
・
遭
桐
・
銭
勤
来
連
荘
、
一
九
八
〇
年
済
南
出
版
〕
 
上
篇
の
一
五
八
真
に
、
次
の
よ
う
 
 

に
紹
介
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
 
 
 

《
原
化
記
》
 
本
書
は
両
唐
書
芸
文
意
、
宋
史
芸
文
志
、
四
庫
全
車
田
組
目
埠
要
、
頂
斎
書
顔
解
題
に
み
な
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

中
国
叢
書
綜
錬
に
皇
甫
氏
撰
と
題
し
て
い
る
。
作
者
の
時
代
は
知
り
え
な
い
が
、
ほ
ぼ
広
異
記
と
同
時
で
、
共
に
晩
唐
で
あ
る
。
 
 

内
容
も
ま
た
志
隆
が
多
く
、
太
平
広
記
に
選
入
さ
れ
た
も
の
も
少
く
な
い
。
一
肯
の
長
さ
は
一
般
的
に
や
～
短
い
。
し
か
し
 
 
 

『
胡
産
生
』
と
 
『
葺
氏
』
 
の
よ
う
に
怪
異
の
話
を
記
録
し
て
は
い
る
も
の
の
事
実
で
実
証
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
立
騒
録
の
よ
う
 
 
 

に
、
す
べ
て
架
空
の
虚
構
を
読
者
に
示
し
て
い
る
の
と
や
や
異
っ
て
い
る
。
其
の
他
の
小
説
集
を
沿
聾
し
た
作
品
の
多
く
な
い
所
 
 
 

が
長
所
で
あ
る
。
 
 

こ
の
紹
介
は
補
足
と
訂
正
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
全
面
的
に
は
従
え
な
い
記
述
で
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
原
化
記
は
、
新
唐
書
芸
文
志
が
編
纂
さ
れ
る
北
采
中
期
ま
で
忙
、
す
で
に
散
供
し
て
し
ま
い
、
辛
う
じ
て
北
采
初
期
に
太
 
 

平
広
記
に
選
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
世
に
伝
わ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
そ
の
著
者
を
「
皇
甫
氏
」
と
す
る
の
は
、
 
 

重
較
説
部
の
撰
老
の
や
り
く
ち
の
連
取
で
あ
ろ
う
。
童
較
説
和
本
竺
萄
二
≡
に
ほ
「
原
化
記
一
巻
唐
皇
甫
氏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
 
 

『
原
 
化
 
記
』
 
に
 
つ
 
い
 
て
 
 

4き   
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二
、
原
化
記
の
作
品
に
つ
い
て
 
 

原
化
記
の
現
存
す
る
作
品
は
、
太
平
広
記
に
収
銀
さ
れ
て
い
る
も
の
が
そ
の
す
べ
て
で
あ
る
。
吟
仏
燕
京
学
社
の
太
平
広
記
焉
日
 
 

及
引
書
引
待
と
、
そ
れ
を
そ
っ
く
り
模
倣
し
た
ら
し
い
芸
文
印
書
館
刊
張
択
音
氏
の
太
平
広
記
人
名
書
名
索
引
に
は
誤
り
が
あ
る
の
 
 

で
、
ま
ず
そ
れ
を
指
摘
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

ら
で
あ
る
。
同
じ
説
部
で
も
明
抄
本
に
は
原
化
記
ほ
選
入
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
清
朝
に
入
っ
て
、
書
辟
が
太
平
広
記
か
 
4
4
 
 

ら
数
滴
を
抜
き
出
し
て
、
勝
手
に
「
皇
甫
氏
」
の
名
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
正
し
く
は
撰
者
名
不
明
で
あ
る
し
、
巻
数
も
 
 

お
そ
ら
く
は
一
巻
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
現
存
甲
分
量
か
ら
い
え
ほ
数
巻
に
は
上
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
作
者
の
時
代
を
〝
広
異
記
と
同
様
に
晩
唐
″
と
し
て
い
る
の
は
決
定
的
な
誤
り
で
あ
る
。
広
異
記
に
は
恒
況
の
序
が
現
存
し
 
 

ぃ
、
－
し
 
 

て
お
り
、
か
つ
内
容
か
ら
も
中
唐
初
期
の
成
立
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
の
考
証
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 
 
 

物
語
の
特
色
を
支
瞳
録
に
比
較
し
て
、
〝
や
～
短
編
で
実
証
的
で
あ
る
″
と
い
う
指
摘
は
ほ
ぼ
当
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
 
 

な
漫
然
と
し
た
比
較
に
何
の
急
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
玄
怪
録
を
牛
僧
持
の
元
和
期
の
作
品
で
あ
る
と
で
も
立
証
す
る
な
ら
 
 

ば
非
常
に
重
大
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
が
、
読
書
の
玄
怪
録
の
解
説
の
部
分
に
は
全
く
そ
の
成
立
の
年
代
に
ふ
れ
る
所
が
な
い
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

太
平
広
記
選
聖
二
二
八
貢
、
広
異
記
の
項
り
解
説
を
見
る
と
、
 
 
 

本
書
の
成
立
時
代
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
誰
が
誰
を
沿
聾
し
た
の
や
ら
詳
し
く
考
証
す
る
て
だ
て
が
な
い
。
 
 

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
前
掲
の
解
説
と
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
編
集
者
の
租
漏
を
嘆
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
L
て
こ
う
い
 
 

う
誤
り
は
下
編
（
一
九
八
一
年
刊
）
に
及
ん
で
も
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

小
論
は
こ
の
原
化
記
の
全
貌
を
と
ら
え
、
そ
の
作
者
、
成
立
年
代
、
そ
の
特
色
を
考
察
す
る
と
共
に
、
中
唐
元
卸
期
の
小
説
集
の
 
 

性
格
を
把
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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周
次
吉
氏
は
、
 
 
 

○
播
俊
（
巻
二
三
・
神
仙
l
二
t
一
）
出
原
仙
記
 
 
 

○
採
薬
民
（
巻
二
五
・
神
仙
丁
一
五
）
出
尿
仙
記
 
 
 

○
李
衛
公
（
巻
二
九
・
神
仙
二
九
〕
出
原
仙
記
 
 

の
三
締
を
原
化
記
の
中
に
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
。
元
来
原
仙
記
と
い
う
別
の
一
本
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
 
 

が
適
当
で
あ
っ
て
、
略
仏
燕
東
学
社
り
引
得
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
周
氏
は
躇
無
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
り
理
由
は
、
太
平
広
 
 

（
2
）
 
 

記
の
談
本
・
責
本
・
人
民
文
学
社
木
と
も
に
出
典
を
「
原
仙
記
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
校
勘
記
が
採
棄
民
と
李
衛
公
の
 
 

二
常
に
つ
い
て
明
抄
本
に
は
「
原
化
記
に
出
づ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
住
を
つ
け
て
い
る
点
に
問
題
が
残
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
 
 

れ
ら
三
篇
を
見
る
と
、
す
べ
て
、
洞
天
や
仙
界
を
探
訪
す
る
こ
と
を
主
題
と
し
た
物
語
で
あ
っ
て
、
書
名
の
 
「
原
仙
」
（
仙
界
を
た
 
 

ず
ね
る
）
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
は
か
り
で
な
く
、
文
体
も
原
化
記
と
は
異
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
聖
二
篇
は
原
化
記
の
作
品
と
 
 

ほ
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
周
次
善
氏
は
 
 
 

○
拓
蹟
大
郎
（
孝
三
六
・
神
仙
三
」
ハ
）
 
 
 

○
礎
希
真
 
（
巻
三
九
・
神
仙
三
九
）
 
 
 

○
宇
山
人
 
（
巻
四
〇
・
神
仙
四
〇
〕
 
 
 

○
辟
専
師
 
（
巻
四
一
・
神
仙
四
一
）
 
 

の
四
箭
を
原
仙
記
の
項
に
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
ほ
広
記
の
各
本
と
も
出
典
を
原
化
記
と
注
記
L
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
 
 

誤
り
で
あ
る
。
こ
の
誤
り
は
、
周
氏
が
略
仏
燕
京
学
社
の
引
得
の
誤
謬
を
検
討
す
る
こ
と
な
し
に
踏
襲
し
た
結
果
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
他
、
席
次
富
民
は
、
 
 
 

○
柏
葉
山
人
（
巻
三
五
・
神
仙
三
五
）
 
 

を
原
化
記
の
項
に
入
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
「
化
源
記
」
と
出
典
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
化
源
記
と
い
う
注
記
は
 
4
5
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太
平
広
記
全
体
の
中
で
こ
の
作
品
に
し
か
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
そ
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
柏
葉
仙
人
田
鳳
と
い
う
人
物
の
 
4
6
 
 

1
 
 
 伝

記
で
、
兄
弟
の
早
逝
を
は
か
な
ん
だ
田
鳳
が
神
仙
術
を
志
し
、
柏
葉
を
食
っ
て
つ
い
に
神
仙
と
な
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
そ
の
 
 
 

物
語
聴
成
は
「
辞
尊
師
」
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
文
体
も
他
の
原
化
記
の
作
品
と
大
差
が
な
い
か
ら
、
注
記
町
誤
り
と
判
断
L
て
 
 
 

原
化
記
ぬ
一
掃
と
見
な
し
た
い
。
 
 

ま
た
、
周
次
善
氏
は
 
 
 

○
張
生
 
（
巻
三
一
〇
・
神
二
〇
）
出
纂
異
記
 
 
 

を
明
靭
本
の
洋
記
に
拠
っ
て
原
化
記
に
入
れ
て
い
る
が
、
各
本
ほ
「
纂
異
記
」
を
出
典
と
し
て
い
る
上
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
文
体
は
 
 
 

明
ら
か
に
厩
化
記
の
作
品
群
と
は
異
質
で
あ
る
か
ら
、
原
化
記
の
噴
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

さ
ら
に
、
問
次
善
氏
は
、
 
 
 

○
監
女
 
（
巻
四
七
九
・
昆
虫
七
）
 
 

も
原
化
記
に
入
れ
て
い
る
が
、
出
典
琵
は
「
原
化
伝
拾
遺
」
と
な
つ
て
お
り
、
物
語
わ
年
代
が
高
専
氏
の
時
代
で
あ
り
、
四
川
の
属
 
 

頭
娘
靡
に
ま
つ
わ
る
古
伝
説
の
記
録
で
あ
る
。
原
化
記
の
作
品
は
唐
代
の
話
柄
を
主
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
作
品
だ
け
が
 
 

古
い
の
で
異
質
た
感
じ
が
す
る
。
従
っ
て
こ
の
山
篇
も
鹿
化
記
の
項
か
ら
除
外
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
よ
う
な
作
品
を
加
減
す
る
と
、
太
平
広
記
に
撰
入
さ
れ
た
県
化
記
、
す
な
わ
ち
現
在
わ
れ
わ
れ
が
原
化
記
の
す
べ
て
と
考
え
 
 

ら
れ
る
作
品
は
次
の
五
九
篇
で
あ
る
。
作
品
番
号
、
作
品
名
・
広
記
巻
数
・
広
記
分
轄
お
よ
ぴ
ス
ト
1
・
H
リ
ー
の
概
略
を
記
す
と
次
の
 
 

如
く
で
あ
る
。
 
 

①
襲
氏
子
 
〔
巻
≡
四
・
神
仙
≡
四
〕
賀
氏
の
子
は
一
老
人
に
親
切
に
し
た
の
で
錬
金
の
金
を
与
え
ら
れ
る
。
後
に
太
白
山
に
行
き
 
 
 

洞
天
に
入
る
。
安
史
の
乱
の
痔
そ
の
洞
天
に
逃
れ
て
助
か
つ
た
。
 
 

⑧
柏
葉
仙
人
（
巻
三
五
・
神
仙
三
五
〕
田
鳳
は
兄
弟
が
早
逝
し
た
の
で
長
生
術
を
求
め
て
華
山
に
入
り
、
道
士
の
す
す
め
で
柏
葉
を
 
 
 

食
い
、
上
帝
に
謁
し
仙
術
を
得
る
。
嵩
陽
に
隠
棲
し
て
百
二
十
三
歳
に
な
り
、
屍
解
し
て
青
都
に
去
っ
て
ゆ
く
。
 
 

⑤
柘
政
大
郎
（
巻
三
六
・
神
仙
三
六
）
扶
風
県
令
は
権
貴
の
出
身
で
威
張
っ
て
い
る
が
、
主
簿
の
李
と
県
尉
の
襲
は
変
容
を
好
ん
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だ
8
宴
中
に
拓
故
太
郎
と
い
う
人
が
入
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
襲
の
道
術
の
師
囁
眉
山
人
だ
っ
た
。
県
令
は
急
病
で
死
ん
だ
が
、
大
 
 
 

郎
の
持
つ
桑
の
枝
で
打
た
れ
て
生
き
か
え
る
。
 
 

④
雀
希
真
（
巻
三
九
・
神
仙
三
九
〕
絵
の
巧
い
雀
希
貢
は
厳
冬
の
日
老
人
に
親
切
に
す
る
。
老
人
は
道
衝
が
あ
り
、
そ
の
後
に
つ
い
 
 
 

て
ゆ
く
と
舟
中
に
蔦
洪
の
夢
二
干
が
い
た
。
家
に
帰
る
と
老
人
の
措
い
た
神
仙
の
図
が
あ
っ
た
。
爪
り
ち
そ
の
絵
を
携
え
て
茅
山
の
 
 
 

李
藩
光
衰
師
を
訪
ね
る
と
、
そ
の
絵
は
苫
洪
の
第
三
子
が
描
い
た
も
の
だ
と
敢
え
て
く
れ
た
。
 
 

⑤
李
山
人
〔
巻
四
〇
・
神
仙
四
〇
）
術
士
李
山
人
ほ
御
史
中
丞
李
渡
の
た
め
に
書
凶
を
予
言
す
る
。
後
に
自
分
の
死
と
再
生
も
予
言
 
 
 

し
て
去
っ
て
ゆ
く
凸
 
 

⑧
醇
尊
師
（
巻
四
丁
神
仙
四
〓
醇
ほ
兄
弟
が
早
死
L
た
の
で
官
を
や
め
、
唐
臣
を
つ
れ
て
嵩
山
に
入
り
、
陳
山
人
に
逢
う
。
山
 
 
 

人
の
行
方
を
追
っ
て
山
中
に
入
る
と
、
山
人
は
虎
に
食
わ
れ
て
い
た
。
L
か
L
更
に
奥
に
入
っ
て
ゆ
く
と
石
室
中
に
死
ん
だ
は
 
 
 

ず
の
山
人
が
居
た
。
辞
は
道
士
と
な
り
の
ち
呆
天
観
に
入
っ
た
。
 
 

①
賀
知
章
〔
巻
四
二
・
神
仙
四
二
〕
賀
知
章
は
西
橋
の
銭
巽
」
売
り
の
王
老
人
に
黄
白
術
を
教
わ
ろ
う
と
し
、
珠
一
個
を
与
え
た
 
 
 

が
、
老
人
は
そ
九
で
胡
餅
を
買
っ
て
食
べ
た
の
で
、
知
章
は
怒
る
。
老
人
ほ
そ
う
い
う
知
章
を
叱
る
。
や
が
て
知
章
は
退
官
し
て
 
 
 

故
郷
に
帰
り
道
術
を
求
め
た
。
 
 

⑧
青
穎
士
（
巻
四
二
・
神
仙
四
二
）
斉
聖
郵
陽
重
り
八
代
り
孫
斎
穎
士
は
帯
山
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
ニ
吾
二
十
七
年
前
都
院
主
に
仕
 
 
 

え
た
左
某
に
会
う
。
 
 

⑨
何
諷
 
（
巻
四
二
㌻
神
仙
四
二
）
何
諷
が
古
紙
の
中
か
ら
一
木
の
藍
を
得
て
、
切
っ
て
焼
き
捨
て
た
。
道
士
に
聞
く
と
そ
れ
ほ
脈
 
 
 

望
と
い
う
も
の
で
、
放
免
が
神
仙
の
文
字
聖
二
定
食
べ
て
化
し
た
も
の
で
、
天
の
星
使
が
降
7
す
る
も
の
で
あ
る
。
水
に
入
れ
て
 
 
 

飲
め
ほ
挨
骨
上
仙
L
た
の
に
と
惜
し
が
ら
れ
る
。
 
 

⑳
王
卿
 
（
巻
四
五
・
神
仙
四
五
〕
酒
店
の
王
卿
ほ
道
士
に
つ
い
て
山
に
入
り
天
師
に
会
い
、
焼
丹
の
か
ま
ど
の
番
人
と
な
る
。
つ
 
 
 

い
か
ま
の
ふ
た
を
取
る
と
兎
が
と
び
出
し
、
仙
丹
康
成
は
失
敗
忙
照
る
。
 
 

⑪
部
冊
 
（
巻
四
九
・
神
仙
四
九
〕
温
州
刺
史
郡
冊
は
黄
老
の
術
を
信
じ
て
い
た
が
病
気
と
な
り
、
天
台
の
道
士
金
柔
や
家
族
の
見
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守
る
中
、
屍
解
仙
化
す
る
。
 
 

⑩
張
山
人
（
巻
七
二
■
道
術
二
）
菅
王
（
太
宗
の
子
）
が
衡
州
で
符
を
し
た
時
、
榊
州
連
山
観
の
道
土
俵
生
ほ
道
術
を
使
っ
て
鹿
を
 
 
 

隠
し
て
し
ま
う
。
こ
の
連
山
観
を
馬
糞
で
汚
し
た
男
が
張
山
人
の
教
え
で
救
わ
れ
る
。
 
 

⑬
陸
生
 
（
巻
七
二
・
道
術
二
）
明
経
陸
生
は
臨
席
を
追
い
か
け
て
解
南
山
に
入
る
と
、
洞
天
に
老
人
が
居
り
、
そ
こ
の
仙
童
ほ
み
 
 
 

な
町
の
屠
活
で
あ
っ
た
。
陸
生
ほ
道
術
を
習
い
、
禁
を
破
っ
て
王
侍
郎
の
家
に
侵
入
し
娘
を
接
お
う
と
す
る
が
、
業
法
蕃
に
見
破
 
 
 

ら
れ
、
終
南
山
に
つ
れ
て
行
か
れ
る
。
 
 

⑪
渚
老
人
（
巻
七
五
・
道
術
五
）
少
林
寺
の
寺
門
の
外
に
泊
め
ら
れ
た
渚
老
人
は
、
南
岳
か
ら
大
原
に
行
く
人
で
、
小
さ
な
瓢
か
ら
 
 
 

い
ろ
ん
な
物
を
出
し
て
使
い
、
ま
た
中
に
し
ま
い
こ
む
術
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
。
 
 

⑱
胡
査
生
（
巻
七
七
・
方
士
二
）
胡
萱
生
と
い
う
占
師
ほ
劉
聞
の
出
世
と
浦
亡
、
李
蕃
（
藩
）
が
将
来
宰
相
に
な
る
こ
と
、
柴
陽
の
 
 
 

部
生
が
仕
官
す
る
こ
と
を
占
い
予
言
す
る
。
 
 

⑯
呉
堪
 
（
巷
八
二
・
異
人
三
）
呉
堪
は
泉
源
を
大
切
に
し
た
の
で
天
が
た
に
し
の
耳
房
を
与
え
る
。
悪
県
令
が
難
題
を
ふ
つ
か
け
 
 
 

る
が
女
房
の
助
け
で
救
わ
れ
、
最
後
に
県
の
役
所
は
火
災
で
焼
け
る
。
 
 

⑰
華
厳
和
尚
（
巻
九
四
・
異
僧
八
）
華
厳
が
浄
陽
に
居
た
時
、
あ
る
沙
弥
が
僧
の
鉢
を
借
り
て
壊
し
た
の
で
僧
は
怒
っ
て
死
ぬ
。
後
 
 
 

嵩
山
に
居
た
時
蛇
が
講
堂
に
上
っ
て
く
る
。
華
厳
は
僧
の
弟
子
に
「
こ
れ
は
お
前
甲
師
だ
」
と
教
え
る
。
弟
子
は
蛇
を
つ
れ
て
外
 
 
 

に
出
る
と
蛇
は
石
に
頭
を
撃
ち
つ
け
て
死
ぬ
。
後
に
僧
は
郎
中
斐
寛
の
娘
に
生
ま
れ
か
わ
り
、
十
八
歳
で
死
ん
だ
。
 
 

⑬
相
衛
間
個
（
巻
九
五
・
異
僧
九
）
自
分
の
説
経
に
自
信
を
持
っ
て
い
た
僧
は
聴
衆
が
な
く
な
り
、
失
望
し
て
衡
岳
寺
に
ゆ
き
老
僧
 
 
 

に
会
う
。
僧
望
一
t
ロ
に
従
い
、
大
衣
を
売
っ
て
食
物
を
買
い
、
野
に
撒
い
て
鳥
や
虫
に
食
わ
せ
た
。
二
十
年
後
河
北
に
帰
る
と
聴
衆
 
 
 

は
八
千
万
人
と
な
り
、
皆
若
者
は
か
り
で
あ
っ
た
。
 
 

⑳
僅
尉
子
（
巻
t
二
一
・
報
応
二
〇
究
鞍
）
吉
州
県
尉
鞋
某
は
赴
任
の
途
中
孫
と
い
う
老
に
殺
さ
れ
、
そ
の
妻
王
氏
は
や
む
な
く
孫
 
 
 

の
妻
と
な
る
。
二
人
の
間
に
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
子
は
科
挙
受
験
に
上
京
の
途
中
祖
母
町
家
に
寄
り
、
父
の
遺
品
り
衣
を
貰
い
受
 
 
 

け
て
帰
る
。
王
氏
は
そ
町
衣
を
見
て
子
に
事
冥
を
語
り
、
孫
を
官
に
訴
え
る
。
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⑳
王
望
 
（
巻
一
六
五
・
廉
倹
付
苔
密
）
寄
で
千
り
な
い
重
夫
婦
は
、
自
分
の
荘
客
が
直
な
も
と
で
で
商
売
し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
 
 
 

を
見
て
悟
り
、
自
分
の
倉
庫
を
聞
い
て
食
べ
る
。
後
安
産
緒
の
乱
の
時
、
そ
の
倉
庫
の
物
は
官
軍
の
食
糧
と
な
っ
た
。
 
 

⑳
嘉
興
絶
技
（
巻
一
九
二
丁
豪
快
一
）
嘉
興
県
で
遁
綺
の
罪
で
掃
え
ら
れ
た
男
が
、
粍
技
を
股
露
し
、
満
坐
の
駐
視
の
中
見
事
脱
獄
 
 
 

し
て
し
ま
う
。
 
 

㊧
車
中
女
子
（
巻
一
九
三
・
豪
快
一
）
呉
郡
の
若
者
が
明
経
の
試
験
に
上
京
中
、
二
人
の
少
年
に
つ
れ
ら
れ
、
と
あ
る
家
に
入
っ
て
 
 
 

ゆ
く
と
、
串
に
乗
っ
た
女
が
や
っ
て
来
て
軽
快
な
業
を
慶
べ
あ
う
。
女
は
盗
賊
の
頭
目
で
、
若
者
か
ら
属
を
借
り
、
宮
中
の
金
品
 
 
 

を
奪
い
、
逃
げ
る
。
若
者
は
掃
え
ら
れ
深
い
穴
に
入
れ
ら
れ
る
が
、
女
た
ち
に
救
出
さ
れ
、
呉
に
帰
る
。
 
 

⑳
雀
慎
思
（
巻
一
九
四
こ
零
駅
二
）
進
士
の
受
験
に
上
京
し
下
宿
L
た
僅
は
、
そ
の
家
の
女
主
人
に
膳
嬉
を
申
し
出
る
。
女
主
人
は
 
 
 

僅
の
妾
と
な
り
二
年
つ
れ
添
っ
た
が
、
一
夜
仇
敵
の
首
を
携
え
て
帰
り
、
雀
に
別
九
を
告
げ
、
子
を
殺
し
て
立
ち
去
る
。
 
 

㊧
義
解
 
〔
巻
一
九
五
・
豪
快
三
）
あ
る
賊
曹
が
一
人
の
蹟
賊
を
脱
獄
さ
せ
て
や
る
。
官
を
辞
し
て
あ
る
町
に
来
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
 
 
 

の
県
令
が
か
つ
て
の
盗
賊
で
あ
っ
た
。
県
令
が
危
害
を
加
え
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
県
境
を
叔
え
、
ふ
と
下
男
に
県
令
の
こ
と
を
も
 
 
 

ら
し
て
嘆
い
た
と
こ
ろ
、
ベ
ッ
ド
の
下
に
障
れ
ひ
そ
ん
で
い
た
県
令
の
刺
客
は
、
逆
に
県
令
の
首
を
取
っ
て
も
ど
り
、
ど
こ
と
も
 
 
 

な
く
去
っ
て
い
っ
た
。
 
 

⑳
李
老
 
（
巻
二
一
六
・
ト
忠
一
）
商
人
出
身
の
劉
某
は
長
安
の
占
師
李
老
の
予
言
の
と
お
り
開
封
の
県
尉
と
な
っ
て
財
を
蓄
え
、
 
 
 

擾
義
県
に
移
っ
て
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
寿
春
の
宰
に
な
っ
た
ら
失
敗
し
た
。
彼
の
成
功
は
大
商
人
の
亡
父
が
生
前
そ
れ
ら
の
地
で
 
 
 

財
を
散
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
 
 

⑳
漁
人
 
（
巻
二
三
一
・
器
玩
三
〕
蘇
州
の
松
江
口
の
漁
民
が
小
さ
な
鏡
を
網
で
ひ
つ
か
け
る
。
こ
の
鏡
を
見
る
と
皆
気
分
が
悪
く
 
 
 

な
り
、
湖
に
も
ど
す
と
元
気
に
な
る
。
こ
の
鏡
は
数
百
年
に
一
度
出
現
す
る
も
の
だ
と
故
老
が
言
う
。
 
 

⑳
周
耶
 
（
巻
二
≡
二
・
器
玩
四
）
同
郡
の
奴
僕
水
精
は
潜
水
の
達
人
だ
っ
た
が
、
拝
め
井
戸
に
名
剣
を
携
え
て
潜
り
、
二
度
と
現
 
 
 

わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
井
戸
に
は
竜
神
が
住
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
 
 

⑳
西
市
人
（
巻
二
八
〇
・
夢
五
）
西
市
の
人
が
夢
の
中
で
冥
府
に
つ
れ
て
ゆ
か
れ
、
屏
の
博
聞
か
ら
役
所
の
中
を
の
ぞ
い
て
い
た
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ら
、
朱
拙
が
裁
か
れ
て
お
り
、
朱
批
の
部
下
が
三
十
人
く
ら
い
居
て
、
十
ケ
月
後
に
事
件
が
起
る
と
予
言
す
る
。
【
日
が
さ
め
た
 
 
 

後
、
そ
の
通
り
町
事
が
起
っ
た
。
 
 

⑳
張
中
腰
（
巻
三
〇
七
・
神
一
七
）
戸
部
郎
中
張
湧
由
子
仲
殿
は
武
術
を
好
ん
で
い
た
が
、
あ
る
老
人
が
巧
み
に
鷹
を
射
る
の
を
見
 
 
 

て
驚
き
師
事
す
る
。
南
山
の
洞
中
に
入
り
環
の
よ
う
な
そ
の
老
人
が
弓
の
秘
術
を
伝
授
し
て
く
れ
る
。
後
に
仲
殿
は
東
平
軍
に
行
 
 
 

き
弓
術
を
教
え
た
。
 
 

⑳
楚
州
人
（
巻
三
一
一
t
・
神
二
二
〕
あ
る
人
が
妻
や
奴
脾
を
村
に
の
こ
し
た
ま
ま
礁
に
出
て
数
年
後
村
に
幅
っ
た
。
村
人
が
祝
賀
の
 
 
 

宴
を
催
す
と
罪
人
に
神
が
聴
く
。
舞
人
は
大
王
に
な
り
、
あ
る
人
の
嚢
を
自
分
の
産
直
す
る
と
い
い
、
朝
に
な
る
と
胡
神
が
や
っ
 
 
 

て
き
て
妻
を
つ
れ
て
ゆ
く
と
言
う
。
翌
朝
妻
は
倒
れ
て
死
ん
で
い
た
。
 
 

⑳
画
琵
琶
（
巻
三
一
五
・
神
二
五
淫
雨
）
（
前
文
が
欠
け
て
い
る
た
牢
意
味
不
明
。
琵
琶
の
霊
験
を
語
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
）
 
 

⑳
房
集
 
（
竜
三
二
」
ハ
■
妖
怪
四
〕
権
力
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
尚
書
郎
房
集
の
家
に
十
四
五
歳
の
小
児
が
現
わ
れ
、
一
枚
の
布
袋
を
 
 
 

携
え
て
い
る
。
親
戚
の
子
か
と
思
い
房
菓
が
何
か
と
尋
ね
る
と
、
「
眼
球
で
す
」
 
と
い
う
。
中
か
ら
数
升
も
の
眼
球
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
 
 
 

と
出
て
来
て
四
散
す
る
。
驚
く
ま
に
房
集
の
目
は
見
え
な
く
な
り
、
後
に
事
件
に
連
坐
し
て
誅
殺
さ
九
て
し
ま
う
。
 
 

⑳
葺
傍
 
（
巻
三
六
三
・
妖
怪
五
）
土
人
葺
湧
は
弓
の
名
人
で
、
ゲ
テ
モ
ノ
食
い
だ
っ
た
。
都
を
歩
い
て
日
が
暮
れ
、
と
あ
る
士
人
 
 
 

の
家
に
一
宿
を
瞑
む
。
そ
の
家
で
ほ
隣
家
に
死
人
が
出
た
の
で
引
越
す
所
だ
つ
た
。
草
は
夜
中
鬼
が
出
た
の
を
射
殺
し
、
そ
の
肉
 
 
 

を
食
べ
、
翌
日
そ
の
余
り
を
宿
の
人
に
献
じ
た
。
 
 

⑳
劃
氏
子
妻
（
巻
三
八
六
・
再
生
一
二
）
劉
某
は
胆
の
太
い
人
で
、
隣
家
の
王
氏
の
娘
を
操
に
欲
し
が
っ
て
い
た
が
果
せ
ぬ
ま
ま
従
 
 
 

軍
し
た
。
帰
還
し
て
試
胆
会
に
出
陳
し
、
墓
地
か
ら
屍
体
を
担
っ
て
帰
る
と
、
そ
れ
は
王
氏
の
娘
で
、
し
か
も
娘
は
生
き
返
っ
た
 
 
 

の
で
め
で
た
く
結
婚
し
た
。
 
 

⑳
華
亭
堰
典
〔
巻
三
九
三
・
官
〓
華
亭
の
堰
典
の
妻
が
私
通
し
、
隣
家
の
物
を
盗
ん
だ
。
隣
家
の
人
が
怒
っ
て
文
句
を
言
う
と
逆
 
 
 

に
夫
婦
し
て
食
っ
て
か
か
る
。
そ
の
夜
宮
が
落
ち
、
堰
典
夫
婦
は
焼
死
し
、
脇
腹
に
天
罰
と
い
う
文
字
が
書
い
て
あ
っ
た
。
 
 

⑳
守
船
者
（
巻
四
〇
二
・
宝
三
珠
）
塩
船
の
番
人
が
雨
上
り
の
願
望
別
に
長
い
物
が
火
を
呑
ん
で
い
る
の
を
見
た
の
で
竹
竿
を
投
げ
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た
。
そ
れ
は
竜
の
卵
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

⑫
張
老
 
（
巻
四
二
四
・
竜
七
）
寺
の
鐘
撞
き
の
張
老
は
衛
士
で
蕃
竜
を
禁
圧
し
て
い
る
。
竜
は
和
尚
に
「
珠
を
や
る
か
ら
張
老
に
 
 

頼
ん
で
日
由
を
与
え
て
く
れ
」
 
と
言
う
。
和
尚
が
顕
む
の
で
張
老
ほ
寺
を
去
る
。
す
る
と
竜
は
大
雨
を
降
ら
せ
珠
を
奪
つ
て
し
 
 

ま
っ
た
。
 
 
 

⑬
天
宝
選
人
（
巻
四
l
亮
・
虎
二
）
あ
る
選
人
が
郡
の
近
く
の
突
き
寺
に
入
る
と
、
あ
ほ
ら
屋
に
一
人
の
女
が
虎
の
皮
を
纏
っ
て
寝
 
 

て
い
た
。
男
は
そ
の
女
を
妻
に
し
、
任
地
を
ま
わ
り
、
数
人
の
子
も
生
ま
れ
た
の
で
前
の
寺
に
立
寄
り
、
妻
に
「
串
前
の
居
た
所
 
 

用
 
を
見
よ
う
」
と
言
う
と
、
妻
は
激
怒
し
て
虎
に
化
し
、
林
に
入
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
 
 

つ
け
る
と
、
そ
の
物
ほ
消
え
、
地
上
に
珠
が
落
ち
て
い
た
。
番
人
は
こ
れ
を
揚
州
の
胡
店
に
売
り
巨
利
を
得
た
。
 
 

⑰
習
鮮
胡
（
巻
四
〇
二
・
宝
三
珠
）
あ
る
華
人
が
隣
家
の
餅
売
り
の
胡
人
の
病
気
の
世
話
を
し
た
。
挙
人
は
併
売
り
か
ら
珠
を
も
ら
 
 
 

い
、
そ
れ
を
市
で
売
り
出
し
た
ら
、
都
に
上
っ
た
ば
か
り
の
胡
人
が
見
て
驚
き
、
そ
の
珠
を
持
つ
人
は
海
に
入
っ
て
も
濡
れ
な
い
 
 
 

と
い
う
珍
宝
で
あ
る
と
教
え
た
。
 
 

⑳
魂
生
 
（
巻
四
〇
三
－
宝
四
雑
宝
上
）
豪
族
の
魂
生
は
安
史
の
乱
後
塔
脱
し
て
嶺
常
に
行
き
、
虞
州
ま
で
も
ど
っ
て
き
た
時
、
一
 
 
 

個
の
石
を
拾
う
。
長
安
の
胡
人
の
宝
会
に
参
加
し
、
こ
の
石
を
出
陳
し
た
ら
胡
人
が
千
万
で
買
い
と
っ
た
。
こ
れ
ほ
胡
の
大
宝
だ
 
 
 

っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

⑳
京
洛
士
人
（
巻
四
l
六
・
草
木
一
一
木
隆
下
）
あ
る
士
人
が
山
路
で
コ
ブ
の
あ
る
大
樹
を
発
見
し
、
採
取
し
ょ
う
と
思
っ
た
が
斧
 
 
 

が
な
い
の
で
、
紙
銭
を
作
り
神
樹
に
見
せ
か
け
て
帰
り
に
人
夫
を
つ
れ
て
立
ち
よ
っ
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
神
が
樹
に
付
い
て
い
 
 
 

た
。
神
は
切
ら
な
い
お
礼
に
、
絹
の
埋
め
て
あ
る
荒
れ
塚
を
教
え
る
。
 
 

⑳
葦
氏
 
（
巻
四
二
丁
竜
四
）
尊
氏
は
未
の
間
州
春
草
孟
某
に
随
い
赴
任
の
途
中
願
谷
の
谷
に
墜
落
す
る
。
し
か
し
現
わ
れ
た
竜
 
 
 

の
背
に
飛
び
の
り
、
操
子
県
に
着
く
、
そ
こ
の
県
尉
を
し
て
い
る
弟
を
訪
ね
、
無
事
夫
の
も
と
に
送
り
帰
さ
れ
る
。
 
 

⑪
班
石
 
（
巻
四
二
四
・
竜
七
）
郡
の
士
人
が
山
路
で
珍
し
い
石
を
拾
い
、
子
供
の
玩
具
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
亡
く
L
て
し
ま
っ
 
 
 

た
。
或
日
、
大
雨
が
樹
の
所
に
ば
か
り
降
る
の
で
不
思
議
に
思
い
見
て
み
る
と
、
例
の
石
が
壊
れ
鶏
卵
の
穀
の
よ
う
に
な
っ
て
い
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＠
李
奴
 
（
巻
四
三
〇
・
虎
五
）
挙
人
事
ほ
怠
け
者
の
奴
供
を
打
っ
た
。
奴
僕
は
怒
り
「
今
年
は
閏
年
で
虎
が
多
い
は
ず
、
ど
う
し
 
氾
 
 

て
私
を
食
わ
な
い
の
か
」
と
叫
ん
で
門
を
出
た
が
、
す
ぐ
虎
に
食
わ
九
て
し
ま
っ
た
。
虎
は
殺
し
た
人
の
魂
を
使
い
、
衣
額
を
草
 
 

の
上
に
畳
ん
で
置
い
て
あ
っ
た
。
 
 
 

⑬
中
朝
子
（
巻
四
三
一
・
虎
六
）
落
ち
ぶ
れ
た
士
人
が
舅
の
家
に
寄
宿
L
て
い
た
。
そ
こ
り
娘
を
嫁
に
貰
う
約
束
し
て
旅
行
し
、
十
 
 

二
年
後
に
帰
る
と
約
束
し
て
お
い
た
り
に
四
年
日
に
帰
っ
た
。
士
人
は
途
中
の
あ
る
寺
で
虎
に
背
負
わ
れ
た
女
を
救
出
し
、
荘
園
 
 

に
帰
る
が
、
そ
れ
は
今
死
ん
だ
ば
か
り
の
婿
約
者
だ
っ
た
。
や
が
て
女
ほ
生
き
か
え
り
、
二
人
は
結
婚
す
る
。
 
 
 

⑳
南
陽
士
人
（
巻
四
三
二
・
虎
七
）
南
陽
の
士
人
が
熱
病
に
か
か
り
、
虎
爪
の
使
者
の
牒
を
受
け
て
虎
に
化
す
る
。
天
神
の
命
に
よ
 
 

り
大
理
評
事
王
某
を
待
ち
受
け
て
食
う
が
、
後
に
人
に
も
ど
り
長
音
県
令
の
席
で
 
「
変
化
」
の
話
を
し
た
時
、
つ
い
自
分
の
過
去
 
 

を
語
つ
た
た
め
、
偶
然
忙
も
壬
評
事
の
子
だ
っ
た
そ
の
県
令
に
復
讐
さ
れ
て
L
ま
う
。
 
 

⑰
張
俊
 
（
巻
四
三
三
・
虎
八
）
宣
州
無
水
県
尉
元
請
は
任
期
を
終
え
懐
州
に
帰
る
。
途
中
、
采
汗
の
山
中
で
同
行
の
荘
客
張
俊
の
 
 
 

妻
が
虎
に
摺
わ
れ
る
。
張
は
虎
の
穴
を
発
見
し
て
虎
を
殺
し
、
妻
の
屍
倦
と
併
せ
て
持
ち
帰
っ
た
。
 
 

⑳
蒔
陽
瑞
人
（
巻
四
三
三
・
虎
八
）
滞
瞬
の
猟
人
が
虎
を
捕
え
る
零
弓
を
L
つ
ら
え
、
物
か
げ
に
照
れ
て
見
て
い
る
と
、
債
鬼
が
現
 
 
 

わ
れ
て
仕
掛
け
を
発
射
さ
せ
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
別
の
弓
を
用
意
し
て
虎
を
射
殺
す
る
と
、
債
鬼
は
障
っ
て
去
っ
て
い
っ
た
。
 
 

⑲
柳
井
 
（
巻
四
三
三
・
虎
八
）
監
察
御
史
柳
井
が
一
人
の
書
記
を
つ
れ
て
嶺
に
入
り
孤
鯖
で
寝
て
い
る
と
、
猿
ぬ
よ
う
な
小
鬼
が
 
 
 

現
わ
れ
書
記
の
頭
に
小
旗
を
立
て
、
虎
が
食
べ
る
目
じ
る
し
に
す
る
。
削
が
抜
き
去
る
と
虎
は
去
っ
て
ゆ
く
。
書
記
は
創
を
持
っ
 
 
 

て
虎
穴
に
入
る
と
、
虎
の
皮
と
人
名
簿
が
あ
り
、
出
し
な
に
朝
酒
に
逢
う
。
胡
僧
の
言
う
ま
ま
木
に
登
り
、
虎
の
皮
と
血
の
つ
い
 
 
 

た
着
物
を
投
げ
る
と
、
胡
僧
ほ
一
時
虎
と
化
L
た
が
、
文
人
間
の
姿
と
な
っ
て
去
っ
て
ゆ
く
。
 
 

⑳
光
禄
居
着
（
巻
四
三
四
・
畜
獣
一
牛
拝
）
光
禄
が
妊
娠
L
た
牛
を
殺
し
か
ね
て
い
た
。
屠
殺
係
は
命
乞
い
を
す
る
そ
の
牛
を
か
ま
 
 
 

わ
ず
殺
し
て
し
ま
っ
た
為
に
、
一
時
狂
人
の
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

⑳
戴
文
 
（
巻
四
≡
四
・
畜
類
一
牛
慣
債
）
貪
欲
な
戴
文
は
隣
人
と
協
力
し
て
暴
利
を
待
た
の
で
村
人
の
怨
み
を
買
っ
た
。
文
が
死
 
 
 

ぬ
と
隣
人
の
午
が
仔
を
生
み
、
そ
の
脇
腹
に
戴
文
と
い
う
字
が
自
宅
で
現
わ
れ
た
。
文
の
子
は
そ
れ
を
消
す
よ
う
に
と
訴
え
た
。
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ま
っ
た
。
 
 

購
 
⑳
京
都
儒
士
（
巻
五
〇
〇
・
雑
録
八
）
腹
痛
な
儒
士
が
一
夜
友
人
と
我
慢
く
ら
べ
を
す
る
。
怪
物
と
思
っ
て
斬
り
つ
け
た
の
は
帽
子
 
朋
 
 
 

隣
人
は
牛
が
盗
ま
れ
る
こ
と
を
憧
れ
、
夜
ほ
家
の
中
に
調
ぢ
こ
め
て
お
い
た
ら
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
 
 

⑳
韓
時
 
（
巻
四
三
五
・
畜
獣
二
馬
〕
韓
ほ
愛
馬
が
あ
っ
た
。
昂
の
暴
れ
馬
に
乗
っ
て
き
た
人
が
調
教
し
よ
う
と
思
っ
て
調
教
師
を
 
 
 

頼
ん
だ
ら
、
馬
は
縄
を
切
っ
て
韓
に
噛
み
つ
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
愛
馬
が
そ
の
暴
れ
属
に
噛
み
つ
い
て
事
な
き
を
得
た
。
 
 

⑳
江
東
有
馬
（
巻
四
三
五
・
畜
獣
二
馬
）
江
東
の
あ
る
旅
人
は
忠
実
な
馬
を
持
っ
て
お
り
、
拒
酔
し
た
時
も
馬
の
背
に
乗
っ
た
ま
ま
 
 
 

樹
に
よ
り
か
か
っ
て
磨
り
こ
け
た
の
に
無
事
で
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
こ
の
馬
を
宣
州
の
館
家
に
売
り
、
あ
る
職
に
つ
い
て
宣
州
に
 
 
 

使
者
と
し
て
や
っ
て
来
た
と
き
、
か
つ
て
の
愛
馬
に
乗
っ
た
が
、
ふ
り
落
さ
れ
て
噛
み
つ
か
れ
躇
み
つ
け
ら
れ
て
さ
ん
ざ
ん
な
 
 
 

目
に
あ
っ
た
。
 
 

⑭
毒
草
 
（
巻
四
三
七
・
畜
獣
四
犬
上
）
百
姓
毒
草
は
愛
犬
を
飼
っ
て
い
た
が
、
王
と
二
人
で
山
に
柴
刈
り
に
行
く
と
虎
に
逢
っ
 
 
 

た
。
二
人
が
地
に
倒
れ
る
と
犬
は
虎
の
鼻
に
噛
み
つ
き
、
気
絶
L
た
二
人
の
口
を
吸
っ
て
蘇
生
き
せ
る
。
し
か
し
犬
は
酔
っ
た
よ
 
 
 

う
に
な
り
一
晩
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
 
 

⑳
嵩
山
容
（
巻
四
五
八
・
蛇
三
）
嵩
山
で
修
業
し
て
い
た
人
が
大
蛇
を
発
見
し
、
殺
し
て
料
理
し
た
と
こ
ろ
雷
が
起
こ
り
、
一
座
の
 
 
 

老
は
皆
死
ん
だ
。
た
だ
殺
す
こ
と
に
反
対
し
て
早
く
帰
ウ
た
人
だ
け
が
助
か
っ
た
。
 
 

⑳
箔
中
丞
姉
（
巻
四
五
九
・
蛇
四
）
割
安
中
丞
衛
公
の
轄
ほ
暴
虐
だ
っ
た
。
熱
病
に
か
か
り
部
臣
に
こ
も
る
こ
と
十
数
日
、
つ
い
に
 
 
 

大
蛇
に
変
化
し
、
衣
服
も
ベ
ッ
ド
に
散
乱
し
て
い
た
の
で
、
家
人
は
野
に
送
っ
て
放
っ
て
や
っ
た
。
 
 

⑳
相
窮
貧
民
（
巻
四
五
九
・
蛇
四
）
相
州
醜
州
あ
た
り
の
賓
民
が
荒
地
で
蛇
を
発
見
し
た
。
殺
し
て
穴
を
見
る
と
十
数
匹
の
蛇
が
い
 
 
 

た
の
で
そ
れ
も
殺
し
て
垣
め
た
。
翌
日
役
所
に
殺
人
の
訴
え
が
あ
り
、
役
人
が
現
場
へ
行
っ
て
み
る
と
た
し
か
に
人
り
屍
体
が
埋
 
 
 

め
ら
れ
て
あ
っ
た
。
賓
民
は
捕
え
ら
れ
た
が
な
お
無
罪
を
主
張
し
た
の
で
再
び
役
人
が
調
べ
た
ら
、
そ
こ
に
は
死
ん
だ
蛇
が
埋
め
 
 
 

ら
れ
て
あ
っ
た
。
 
 

⑳
蜘
蛛
怨
（
巻
四
七
八
・
昆
虫
六
蜘
蛛
）
あ
る
寺
の
憎
が
蜘
蛛
を
か
ら
か
っ
て
い
た
ず
ら
し
た
ら
鹿
渡
の
時
に
刺
さ
れ
て
死
ん
で
し
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○
至
徳
蒐
元
上
元
 
⑳
虎
集
 
幽
魂
生
 
 

○
大
盤
 
④
僅
希
真
 
⑧
講
親
土
 
⑳
葺
傍
 
 

○
連
中
 
⑧
何
諷
 
⑳
西
市
人
 
 

○
貞
元
 
③
相
葉
仙
人
 
⑳
王
卿
 
⑳
雀
慣
思
 
⑳
漁
人
 
⑳
軍
事
堪
典
 
⑳
尊
氏
 
⑪
覿
文
 
 

○
元
和
 
⑳
渚
老
人
 
⑬
萌
麗
生
 
⑳
守
船
者
 
⑯
李
奴
 
⑭
章
華
 
⑬
嵩
山
客
 
 

○
大
和
 
⑳
光
禄
愚
老
 
 

右
の
う
ち
⑳
光
禄
屠
老
の
物
語
だ
け
が
他
と
か
け
離
れ
た
後
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
太
ほ
元
の
誤
記
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
 
 

れ
る
。
そ
の
他
⑳
張
仲
殿
の
物
語
に
「
東
平
軍
」
と
い
う
名
称
が
出
て
く
る
が
、
東
平
は
山
東
省
東
平
県
で
、
唐
代
で
は
郡
州
と
呼
 
 

ば
れ
た
地
で
あ
る
。
中
国
地
名
辞
典
に
よ
れ
は
、
五
代
の
時
こ
こ
に
「
東
平
軍
」
が
置
か
れ
た
と
い
う
。
新
五
代
史
巻
六
〇
職
方
考
 
 

を
調
べ
て
み
た
が
東
平
軍
の
名
は
末
続
で
あ
る
。
仮
に
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
記
事
は
五
代
の
事
件
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

し
か
L
、
唐
代
で
は
郡
州
は
平
鹿
軍
節
度
使
の
首
都
で
あ
っ
た
の
で
作
者
は
郡
州
の
古
名
東
平
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
元
和
 
 
 

○
貞
観
 
⑳
張
山
人
 
 

○
開
元
 
①
重
民
子
 
⑥
醇
尊
師
 
⑬
陸
生
 
⑳
嘉
興
絶
技
 
⑳
車
中
女
子
 
 

○
天
宝
 
⑨
拓
版
大
郎
 
①
賀
知
章
 
⑳
華
厳
和
尚
 
⑩
笹
尉
子
 
⑳
王
壁
 
 

と
自
分
の
組
成
毎
鼻
だ
っ
た
の
で
、
皆
忙
笑
わ
れ
る
。
 
 

三
、
原
化
記
の
背
景
 
 

（
叫
 
煉
化
記
の
時
代
背
景
 
 
 

原
化
記
の
物
語
の
背
景
と
な
る
時
代
は
、
ほ
と
ん
ど
唐
代
に
限
ら
れ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
年
号
別
に
分
摂
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
 
 

る
。
 
 

⑳
李
老
 
 

⑬
天
宝
選
人
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都
県
図
志
に
は
郡
州
の
中
の
一
県
と
し
て
東
平
県
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
鹿
軍
ほ
中
唐
諸
藩
鎮
ぬ
中
で
も
最
も
軍
事
力
強
大
 
 

で
、
唐
朝
に
対
抗
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
弓
術
の
巧
み
な
武
人
を
書
こ
ん
で
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

原
化
記
に
は
年
号
を
明
記
せ
す
、
「
こ
の
ご
ろ
」
（
頃
・
近
著
・
頃
歳
・
近
世
）
 
と
冒
頭
に
書
き
出
す
作
品
が
あ
る
。
⑳
義
供
・
 
 

⑳
楚
州
人
・
⑯
南
陽
士
人
・
⑬
江
東
客
席
・
⑳
蜘
蛛
怨
・
⑳
京
都
儒
士
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
の
特
色
は
、
年
代
ど
こ
 
 

ろ
か
主
人
公
も
登
場
人
物
も
、
殆
ど
氏
名
の
記
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
⑳
南
陽
士
人
に
王
評
事
と
い
う
官
人
の
姓
だ
け
が
記
さ
 
 

れ
る
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
も
仮
托
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
撰
者
が
伝
聞
し
た
も
の
の
中
で
も
特
に
出
所
不
明
の
も
の
で
あ
っ
 
 

て
、
撰
者
自
身
そ
の
身
元
を
確
か
め
得
な
か
っ
た
物
語
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
肩
に
共
通
な
点
ほ
一
種
の
寓
話
性
で
あ
る
。
 
 
 

右
以
外
の
二
十
篇
は
物
語
の
年
代
背
景
が
不
明
で
あ
り
、
推
定
も
困
難
で
あ
る
。
 
 
 

撰
者
が
こ
り
何
れ
の
時
代
に
生
き
た
か
に
つ
い
て
ほ
、
た
だ
一
つ
の
確
証
が
あ
る
。
⑳
尊
氏
り
物
語
の
末
尾
虹
、
「
尊
氏
義
弟
袈
 
 

綱
、
鼻
元
中
、
猶
為
洪
州
高
安
尉
、
自
説
其
事
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
「
尊
氏
」
 
の
物
語
が
、
卓
冗
年
間
に
高
安
県
尉
嚢
綱
と
い
う
 
 

若
か
ら
置
樟
撰
者
に
語
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
し
て
物
語
の
最
も
年
代
の
新
し
い
も
の
は
⑬
李
甑
の
元
和
九
年
〔
八
一
四
）
 
で
あ
る
か
ら
、
貞
元
〔
七
∧
五
1
八
〇
四
〕
か
ら
 
 

元
和
九
年
こ
ろ
に
か
け
て
原
化
記
を
書
き
た
め
、
元
和
末
年
に
は
完
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 

脚
 
麻
 化
記
甲
地
理
背
景
と
登
場
人
物
た
ち
 
 

一
編
の
物
語
が
ど
の
よ
う
な
地
域
を
背
景
に
し
て
展
開
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
取
材
L
た
撰
者
の
生
活
し
た
場
 
 

所
、
あ
る
い
ほ
旅
寓
し
た
場
所
と
関
係
す
る
し
、
交
流
者
の
身
分
職
業
と
も
摩
擦
な
繁
り
を
持
つ
点
に
お
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

原
化
記
の
作
者
が
最
も
多
く
物
語
背
景
と
し
た
土
地
は
長
安
で
、
次
は
蘇
州
近
郊
で
あ
る
。
ま
ず
長
安
お
よ
び
そ
の
周
辺
が
主
な
 
 

る
背
景
に
な
っ
て
い
る
作
品
ほ
、
①
袈
氏
子
・
①
柏
葉
仙
人
・
⑤
李
山
人
■
⑥
辞
尊
師
・
①
賀
知
章
・
⑧
陸
生
・
⑬
胡
達
生
・
⑳
雀
 
 

慎
恩
・
⑳
義
供
・
⑳
李
老
・
⑳
西
市
人
・
⑳
革
帯
・
⑳
謡
餅
胡
・
⑳
現
生
・
⑳
束
縛
士
人
・
⑪
疲
石
・
⑳
天
宝
選
人
・
⑳
京
都
儒
土
 
5
5
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の
十
八
覇
で
あ
っ
て
最
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
ほ
都
会
的
風
俗
の
中
で
、
道
士
や
官
人
、
受
験
生
や
豪
快
、
占
師
や
胡
人
・
商
人
 
5
6
 
 
 

た
ち
が
物
語
の
中
心
人
物
と
な
る
。
お
そ
ら
く
撰
老
も
こ
う
し
た
都
会
の
中
で
生
活
し
た
経
験
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
⑳
胡
謹
皇
の
 
 

物
語
ほ
三
つ
の
小
話
に
分
か
れ
、
長
安
と
洛
陽
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

蘇
州
と
そ
の
近
辺
の
地
域
を
背
景
と
す
る
物
語
ほ
、
⑯
呉
堪
・
⑳
嘉
興
絶
技
・
⑳
車
中
女
子
・
㊧
漁
人
・
⑳
軍
事
堪
典
・
⑳
守
船
 
 

老
・
画
戴
文
の
七
編
で
あ
る
。
⑩
呉
堪
の
物
語
は
「
た
に
し
女
房
」
の
古
い
説
話
を
沿
聾
し
た
も
の
で
い
か
に
も
水
田
地
帯
に
ふ
さ
 
 

わ
し
い
。
登
場
人
物
も
農
民
・
脱
硝
奇
術
家
・
盗
賊
団
・
漁
師
・
船
の
通
行
税
を
と
る
堰
役
人
・
塩
縮
送
船
の
番
人
・
土
豪
と
い
っ
 
 

た
庶
民
階
級
か
そ
れ
に
近
い
人
た
ち
は
か
り
で
あ
る
。
 
 
 

道
教
の
福
地
洞
天
の
所
在
地
と
関
係
す
る
物
語
に
は
、
太
白
山
〔
①
袈
氏
子
）
華
山
（
①
柏
葉
仙
人
）
茅
山
（
④
雀
希
真
）
鞍
山
 
 

（
⑧
帯
穎
士
）
衡
山
（
⑳
蒋
衛
聞
僧
）
高
山
・
終
南
山
（
⑧
醇
導
師
・
⑳
播
老
人
）
終
南
山
（
⑮
陸
生
∵
嵩
山
（
⑩
播
老
人
・
⑳
嵩
 
 

山
客
）
な
ど
の
作
品
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
登
場
人
物
は
神
仙
や
道
士
あ
る
い
は
神
仙
術
へ
の
志
願
者
で
あ
る
。
特
に
志
蘇
者
 
 

た
ち
の
幌
向
は
、
神
仙
伝
に
登
場
す
る
神
仙
の
よ
う
忙
堅
固
な
信
念
を
抱
い
た
修
業
者
と
か
博
識
な
神
仙
術
研
究
者
で
ほ
な
く
て
、
 
 

続
玄
住
銀
「
杜
千
春
」
の
物
語
の
杜
千
春
の
よ
う
に
、
全
く
の
偶
然
の
機
会
に
、
あ
ま
り
修
業
を
帯
む
こ
と
も
な
く
、
い
わ
ば
安
易
 
 

に
神
仙
に
接
近
し
、
う
ま
く
神
仙
の
道
に
入
れ
た
り
、
あ
る
い
は
些
細
な
心
の
ゆ
る
み
か
ら
神
仙
に
な
る
こ
と
旺
失
敗
す
る
と
い
 
 

う
、
い
わ
ば
ぐ
う
た
ら
な
人
物
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
他
、
江
南
西
適
地
万
を
背
景
と
す
る
も
の
に
、
江
州
（
⑬
碍
陽
塩
人
）
・
鍾
陵
（
④
債
務
真
∵
餞
州
楽
平
（
㊨
葦
華
）
∴
洪
 
 

州
高
安
〔
⑩
尊
氏
∵
永
豊
（
⑳
韓
肺
）
 
爪
二
群
が
あ
り
、
平
鹿
軍
・
義
成
軍
・
宣
武
軍
・
武
寧
軍
・
推
南
の
南
北
を
従
喪
す
る
大
 
 

運
河
に
沿
っ
た
地
域
及
び
そ
り
近
隣
を
背
景
と
す
る
も
の
に
、
相
州
衛
州
観
州
（
⑳
相
衛
間
僧
・
⑳
王
望
・
㊥
相
貌
貧
民
）
・
汀
 
 

（
⑧
語
範
士
・
⑳
局
耶
）
・
郡
州
（
⑩
雀
尉
子
）
・
竜
（
⑮
中
朝
千
）
・
楚
酒
（
⑳
楚
州
人
）
・
推
陰
（
⑳
劃
氏
子
妻
）
 
が
あ
る
。
ま
た
 
 

宣
教
地
区
に
、
宣
州
（
⑯
李
奴
・
⑳
張
俊
「
山
南
克
道
地
区
に
、
南
陽
（
⑳
南
陽
士
人
∵
剤
湘
（
⑳
張
老
）
・
郡
州
（
⑬
王
卿
「
 
 

河
東
地
区
忙
、
大
原
（
⑳
壬
脚
）
・
五
台
？
（
㊧
画
琵
琶
て
∴
折
東
地
区
に
、
温
州
（
⑮
鄭
冊
）
が
あ
る
。
 
 
 

右
の
よ
う
な
地
域
の
す
べ
て
に
撰
者
が
赴
き
、
そ
こ
で
物
語
を
採
集
記
録
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
⑲
尊
氏
の
物
語
の
よ
う
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例
え
ば
、
人
が
虎
に
変
身
し
て
他
の
人
物
に
危
害
を
加
え
る
と
い
う
筋
の
物
語
は
、
准
両
手
倣
真
訓
の
公
牛
貢
が
虎
に
変
身
L
た
 
 

（
3
け
 
 
 

語
以
来
、
述
異
記
に
は
漠
の
宣
城
郡
守
の
封
郡
が
虎
に
化
し
て
郡
民
を
食
べ
た
の
で
、
郡
民
た
ち
は
「
封
便
君
よ
、
も
う
来
な
い
で
 
 
 

下
さ
い
」
 
と
い
い
、
当
時
り
人
に
 
「
封
使
者
に
な
る
ま
い
よ
、
民
を
治
め
ず
死
ん
で
も
民
を
食
う
」
 
と
い
わ
れ
た
と
い
う
諸
に
変
 
∃
〔
4
）
 
 
 

貌
し
、
や
が
て
一
た
ん
虎
に
化
し
た
人
物
が
再
び
人
に
も
ど
る
話
に
な
り
、
東
陽
元
疑
の
斉
譜
記
の
師
道
宣
の
物
語
に
及
ん
で
、
虎
 
 
 

と
化
L
て
人
を
食
っ
た
人
物
が
再
び
人
に
も
ど
っ
た
と
き
、
自
分
の
過
去
を
語
り
、
偶
然
居
合
わ
せ
た
食
わ
れ
た
人
の
親
戚
に
復
蟄
 
 
 

さ
れ
る
と
い
う
節
へ
と
博
愛
す
る
。
そ
う
い
う
説
話
の
慣
変
の
歴
史
の
上
に
、
原
化
記
の
「
南
陽
土
人
」
の
物
語
を
置
い
て
み
る
と
、
 
 
 

斉
詔
記
の
ス
ト
ー
リ
1
と
質
的
に
は
何
の
変
化
も
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
違
っ
て
い
る
点
は
、
師
道
宣
は
二
十
二
歳
の
若
者
の
 
 

り
】
 
 

1
8
 
時
発
狂
し
て
虎
と
な
り
重
婚
み
の
娘
を
食
い
、
後
に
殿
中
令
史
と
い
う
官
人
に
な
る
の
に
対
し
て
、
南
陽
士
人
の
場
合
ほ
特
に
官
 
5
7
 
 
 

に
、
洪
州
高
安
県
尉
装
綱
か
ら
華
氏
の
話
を
聞
い
た
と
記
し
て
あ
れ
ば
、
高
安
県
に
赴
い
た
こ
と
が
あ
る
か
、
少
く
と
も
県
尉
程
度
 
 

の
階
級
と
交
際
し
得
る
身
分
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
⑪
郭
冊
の
物
語
の
よ
う
に
、
特
別
に
温
州
刺
史
部
冊
を
尊
敬
し
て
 
 

「
部
会
」
と
称
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
撰
者
ほ
部
冊
の
部
下
の
一
員
で
あ
っ
た
か
賓
客
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

一
篇
の
物
語
の
中
に
お
い
て
、
主
人
公
が
各
地
を
移
動
す
る
場
合
が
あ
る
。
特
に
道
土
が
信
仰
を
求
め
て
名
山
や
有
名
な
通
観
に
 
 

神
仙
を
探
訪
す
る
話
ほ
、
放
そ
の
も
の
が
一
種
の
修
業
甲
序
段
階
で
あ
る
よ
う
だ
し
、
そ
の
遠
い
旅
は
仙
界
を
探
訪
す
る
か
の
よ
う
 
 

で
も
あ
る
。
撰
者
が
神
仙
に
あ
こ
が
れ
、
道
術
を
尊
敬
し
、
道
に
よ
る
「
化
」
を
信
ず
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
ほ
疑
い
な
い
。
ま
た
官
僚
 
 

士
人
ほ
試
験
や
調
選
の
た
め
に
上
京
と
下
郷
を
く
り
返
し
て
い
た
。
彼
等
は
大
運
河
を
利
用
し
た
り
、
駅
亭
を
利
用
L
て
旅
L
、
知
 
 

人
を
求
め
て
投
宿
し
、
一
夜
の
宴
に
加
わ
っ
た
。
そ
こ
で
は
当
然
の
よ
う
に
情
報
が
交
換
さ
れ
、
奇
聞
異
翠
が
得
意
げ
に
披
露
さ
れ
 
 

た
。
撰
者
が
こ
ま
め
で
身
分
で
も
あ
れ
は
、
年
代
・
場
所
・
登
場
人
物
の
名
な
ど
は
い
ち
い
ち
問
い
質
し
て
正
確
に
記
す
は
ず
で
あ
 
 

る
が
、
末
輩
で
あ
れ
ば
、
聞
き
憶
え
て
部
屋
に
帰
っ
て
か
ら
記
録
L
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
撰
者
が
名
の
あ
る
学
者
で
文
章
が
立
て
 
 

ば
、
章
票
な
物
語
を
す
ぐ
そ
の
場
で
作
り
あ
げ
、
一
座
の
老
の
回
覧
に
供
し
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
原
化
記
の
作
者
は
そ
れ
ほ
ど
の
文
 
 

章
家
で
も
な
く
、
又
身
分
あ
る
官
僚
で
も
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
登
場
人
物
の
名
の
ど
こ
の
誰
と
も
わ
か
ら
ぬ
物
語
が
多
く
、
 
 

又
身
分
の
低
い
人
の
多
い
こ
と
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
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人
に
な
っ
た
と
ほ
記
さ
九
な
い
点
と
、
「
天
神
」
の
命
令
に
よ
っ
て
食
う
人
を
選
択
す
る
プ
ロ
ッ
ト
が
新
た
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
 
開
 
 

〔
5
）
 
 

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
原
化
記
の
撰
者
は
「
宮
人
が
暴
虎
の
よ
う
に
人
民
を
侵
す
恐
怖
」
 
と
い
う
テ
ー
マ
を
、
「
天
神
に
よ
る
命
令
」
 
 

に
す
り
替
え
て
し
ま
い
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
が
虎
に
 
「
化
」
す
る
理
由
を
明
白
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
 
 

化
記
り
撰
者
が
登
場
人
物
の
階
級
棺
背
景
を
軽
視
し
、
「
化
」
 
の
実
在
と
そ
の
原
因
を
追
究
す
る
方
向
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
 
 

が
こ
の
一
篇
に
よ
っ
て
も
う
か
が
え
る
。
 
 

（
6
）
 
 
 

李
復
言
の
綻
真
性
録
の
「
張
逢
」
も
「
南
陽
士
人
」
と
同
一
テ
ー
マ
で
貞
元
未
年
を
時
代
背
景
と
し
て
い
卑
。
お
そ
ら
く
同
じ
説
 
 

話
に
拠
っ
て
お
の
お
の
別
に
創
作
さ
れ
る
際
に
生
じ
た
個
人
的
差
異
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
。
 
 

（
7
）
 
 

一
方
「
人
虎
伝
」
 
と
後
世
命
名
さ
れ
て
中
島
敦
の
 
「
山
月
記
」
 
の
粉
本
に
も
な
っ
て
い
る
張
読
の
宣
室
志
の
 
「
李
徴
」
の
物
語
 
 

は
、
虎
に
化
す
る
李
徴
と
い
う
人
物
が
進
士
出
身
の
江
南
の
も
と
県
尉
で
あ
り
、
対
応
す
る
人
物
哀
偲
は
同
年
の
進
士
で
監
察
御
史
 
 

と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
虎
は
同
年
の
友
人
を
食
う
に
し
の
び
な
い
ど
こ
ろ
か
、
自
分
の
詩
文
稿
を
托
し
、
自
分
由
子
の
将
来
ま
で
依
 
 

付
し
、
虎
に
変
じ
た
我
が
身
を
嘆
き
つ
つ
別
れ
る
。
こ
こ
で
は
や
ほ
り
階
級
的
身
分
の
問
題
が
基
底
に
置
か
れ
、
物
語
の
文
章
及
び
 
 

構
成
が
そ
の
方
向
 
－
 
同
年
の
進
士
出
身
の
文
人
た
ち
の
親
密
な
女
流
 
－
 
に
引
き
ず
ら
れ
、
虎
を
人
に
も
ど
す
必
要
性
を
喪
失
し
 
 

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
同
一
テ
ー
マ
の
小
説
に
お
け
る
登
場
人
物
の
階
級
的
背
景
も
ま
た
重
要
な
小
説
作
者
の
意
図
を
は
ら
ん
で
い
 
 

た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
反
†
闇
、
説
話
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
 
－
 
鹿
町
恐
怖
二
億
鬼
 
（
虎
に
食
わ
れ
、
虎
の
た
め
に
使
役
さ
れ
る
幽
 
 

鬼
）
の
恐
怖
 
－
 
を
削
除
し
て
し
ま
っ
た
 
「
李
微
」
 
の
作
者
ほ
、
「
張
生
」
や
「
南
陽
士
人
」
 
と
は
別
甲
文
学
的
効
果
を
ね
ら
っ
て
 
 

い
た
の
で
あ
る
。
 
 四

、
原
化
記
の
構
成
と
撰
者
 
 

原
化
記
が
元
来
ど
の
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
巻
数
は
何
巻
あ
っ
た
も
の
か
、
現
在
で
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
 
 

だ
⑬
前
置
生
の
物
語
の
よ
う
に
、
主
人
公
胡
蓮
生
が
≡
人
り
人
物
の
将
来
を
占
い
、
そ
の
結
果
が
占
い
ど
お
り
に
現
わ
れ
る
と
い
う
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場
合
、
そ
の
三
つ
の
物
語
ほ
、
並
列
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
起
度
り
こ
と
し
か
想
像
で
き
な
い
。
 
 
 

そ
九
で
は
各
二
扇
の
形
式
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
［
亨
え
は
、
絶
対
多
数
の
作
品
は
、
物
語
を
単
純
に
叙
述
L
た
だ
け
 
 

り
も
の
で
、
他
に
物
語
の
末
尾
に
撰
者
り
意
見
や
感
想
り
顆
を
付
記
し
た
よ
う
な
作
品
も
少
し
ほ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
よ
 
 

う
な
小
説
集
に
お
け
る
作
品
の
叙
述
形
式
は
、
初
唐
期
の
小
説
集
以
来
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
例
え
ば
、
初
麿
の
唐
臨
の
冥
 
 

（
8
）
 
 

＃
記
に
は
、
物
語
の
後
に
そ
の
話
の
語
り
手
の
名
を
記
す
例
が
多
数
あ
る
し
、
盛
唐
の
張
鷲
の
朝
野
簸
載
の
場
合
に
は
、
物
語
の
後
 
 

（
9
）
 
に
撰
者
の
感
想
ヰ
人
物
批
評
を
記
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
り
、
問
答
形
式
に
よ
る
方
法
す
ら
試
み
て
い
た
。
 
 
 

同
様
に
風
化
記
の
一
篇
⑳
華
亭
堰
典
の
物
語
に
は
長
い
間
容
体
の
考
証
議
論
文
が
付
随
し
て
い
て
、
特
に
興
味
深
い
り
で
次
に
全
 
 

文
を
紹
介
し
よ
う
。
華
亭
県
と
は
蘇
州
府
内
の
一
小
県
で
あ
る
。
 
 

○
〔
物
語
部
分
】
貞
元
年
間
（
七
八
五
－
八
〇
四
）
華
亭
県
界
村
の
堰
典
（
船
舶
の
通
行
税
を
と
る
小
役
人
）
の
妻
は
、
よ
そ
の
男
 
 
 

と
密
通
L
て
お
り
、
ま
た
あ
る
時
、
隣
家
か
ら
手
巾
を
一
枚
盗
ん
だ
。
隣
家
の
老
が
こ
れ
に
気
付
い
て
堰
典
の
家
に
文
句
を
言
い
 
 
 

に
来
た
。
と
こ
ろ
が
堰
典
は
妻
と
共
に
隣
人
を
さ
ん
ざ
ん
に
罵
っ
た
の
で
、
隣
人
も
腹
を
立
て
、
「
お
宅
の
奥
さ
ん
は
他
人
と
密
 
 
 

通
L
て
い
る
上
、
人
の
物
を
盗
ん
で
い
る
ん
だ
。
そ
九
た
の
に
グ
ル
虹
な
っ
て
こ
つ
ち
を
罵
る
と
ほ
神
様
が
お
許
し
に
な
る
は
ず
 
 
 

が
な
い
」
と
や
り
返
し
た
。
堰
典
は
「
私
の
妻
は
決
し
て
密
通
も
泥
棒
も
し
て
お
ら
ん
。
も
し
そ
っ
ち
の
言
う
と
お
り
な
ら
、
わ
 
 
 

が
家
に
雷
で
も
落
ち
れ
ば
い
い
」
と
言
っ
た
。
双
方
悪
口
を
言
い
あ
っ
て
別
れ
た
が
、
夜
に
な
る
と
風
雨
に
な
り
、
雷
が
天
に
轟
 
 
 

き
、
堰
典
の
家
を
檀
撃
し
た
。
堰
典
と
妻
そ
の
他
下
男
下
女
五
六
人
が
同
時
に
死
ん
だ
。
翌
朝
に
な
っ
て
も
雨
は
ま
だ
止
ま
な
 
 
 

か
っ
た
が
、
隣
人
は
こ
の
家
が
倒
壊
し
燃
え
続
け
て
い
る
の
を
見
て
、
皆
で
炎
の
中
か
ら
堰
典
と
そ
の
妻
を
捜
し
出
し
た
と
こ
ろ
 
 
 

黒
焦
げ
に
焼
け
て
い
た
。
隣
人
ほ
、
「
ど
う
か
こ
れ
以
上
延
焼
さ
せ
な
い
で
下
さ
い
」
 
と
天
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
火
事
は
漸
く
の
 
 
 

こ
と
で
自
然
と
消
え
て
い
っ
た
。
堰
典
の
脇
腹
の
上
に
は
「
愚
か
者
が
不
貞
の
妻
を
庇
い
だ
て
て
家
族
一
同
を
犠
牲
に
し
た
」
と
 
 
 

書
い
て
あ
り
、
妻
の
脇
腹
に
は
「
不
義
を
働
い
た
上
に
泥
棒
ま
で
し
た
」
と
害
い
て
あ
っ
た
。
県
の
役
所
忙
報
告
し
て
検
視
し
て
 
 
 

も
ら
い
、
こ
の
話
は
遠
近
に
知
れ
渡
っ
た
。
呉
越
地
方
で
は
雷
の
直
撃
で
死
ぬ
者
は
少
く
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
牛
や
解
（
う
み
 
 
 

へ
び
）
魚
・
樹
木
な
ど
で
雷
撃
を
受
け
た
も
の
が
あ
る
と
、
皆
な
県
に
報
告
し
て
検
視
を
受
け
る
こ
と
忙
な
っ
て
い
る
。
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○
〔
議
論
文
〕
あ
る
人
が
言
う
「
人
に
過
失
が
あ
っ
た
場
合
に
は
天
が
罰
を
下
し
て
讃
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
が
、
牛
だ
と
か
樹
木
 
 

l
 
 

や
魚
な
ど
の
場
合
、
ど
う
し
て
罪
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
殺
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
主
君
や
父
を
殺
害
し
た
り
、
道
理
に
合
わ
な
い
 
 

殺
生
を
す
る
人
が
あ
る
の
に
、
天
は
な
ぜ
そ
う
い
う
老
を
処
罰
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
わ
け
を
敢
え
て
下
さ
い
。
」
 
洞
庭
 
 

（
1
0
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
1
）
 
 
 
子
ほ
答
え
る
「
昔
、
夏
の
皇
帝
武
乙
は
天
を
弓
で
射
る
と
い
う
鹿
浜
を
働
い
て
雷
に
撃
た
れ
て
死
に
ま
し
た
。
晋
り
臣
王
導
ほ
相
 
 

の
樹
の
下
に
寝
て
身
に
降
り
か
か
っ
た
災
を
よ
そ
に
移
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
は
歴
史
書
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
牛
や
魚
 
 

は
田
圃
を
躇
み
つ
け
傷
つ
け
る
し
、
水
は
帝
の
苗
を
傷
っ
け
ま
す
。
だ
か
ら
罰
せ
ら
れ
る
の
で
す
。
」
或
る
人
は
「
水
が
与
え
る
現
 
 

害
な
ど
僅
か
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
な
の
に
そ
の
罰
は
ど
う
し
て
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
た
。
洞
庭
千
ほ
 
 

答
え
て
、
「
五
穀
ほ
万
人
の
生
命
で
す
。
国
の
大
切
な
宝
物
な
り
で
す
か
ら
、
天
は
牛
や
魚
を
も
罰
し
て
、
人
間
ど
も
を
誠
め
る
 
 

の
で
す
。
樹
木
の
輝
は
竜
が
そ
の
中
に
隠
れ
る
も
の
で
す
。
神
が
竜
を
取
り
お
さ
え
る
と
、
つ
い
で
に
樹
木
も
損
傷
を
受
け
ま
す
。
 
 

天
道
は
人
か
ら
遠
く
懸
け
隔
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
人
民
に
戟
を
垂
れ
る
り
で
あ
っ
て
、
さ
ま
ぎ
ま
な
事
情
が
あ
っ
 
 

て
十
把
一
か
ら
げ
に
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。
私
は
か
つ
て
『
薄
泉
故
事
』
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
韓
 
 

州
と
泉
州
は
州
境
が
隣
接
し
、
県
の
南
の
竜
渓
は
境
界
線
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
昔
か
ら
争
い
辛
が
起
っ
て
決
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 

あ
る
年
に
突
然
一
大
雷
雨
が
起
り
、
山
の
岩
壁
に
落
ち
て
壁
が
裂
け
ま
し
た
。
そ
の
壁
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
刻
ん
で
あ
っ
た
 
 

の
h
■
な
 
 

の
で
す
。
『
韓
・
泉
あ
両
州
、
地
を
分
っ
て
太
平
。
万
里
惑
ほ
ず
、
千
秋
程
と
作
す
。
南
の
か
た
竜
喋
に
安
ん
じ
、
山
高
く
気
清
 
 

か
れ
。
』
 
そ
の
文
章
は
今
で
も
ま
だ
見
わ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
天
が
教
え
を
垂
れ
て
人
民
に
疑
惑
を
持
た
せ
ぬ
よ
う
に
 
 

（
1
3
）
 
 

ハ
l
乏
〕
 
 

し
た
の
で
す
。
か
つ
論
語
に
は
『
迅
雷
風
烈
必
ら
ず
変
あ
り
』
と
あ
り
、
ま
た
礼
記
に
は
 
『
も
し
疾
風
迅
雷
甚
雨
あ
れ
ば
、
別
ち
 
 

必
ず
変
ず
。
夜
と
雄
も
必
ず
興
き
て
衣
服
し
、
冠
L
て
坐
す
』
 
と
あ
り
、
ま
た
 
『
し
き
り
に
雪
景
ふ
。
君
子
以
て
恐
催
し
て
修
 
 

へ
‖
」
 
 

省
す
』
と
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
聖
人
は
天
の
教
え
を
奉
じ
て
（
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
通
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
）
で
た
ら
め
な
は
 
 

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ
た
の
は
、
叙
述
し
た
だ
け
で
す
。
（
こ
の
よ
う
な
天
の
理
法
が
あ
る
の
に
）
 
 

そ
の
よ
う
な
も
の
は
な
い
と
言
い
張
る
人
な
ど
、
い
か
な
る
罰
を
受
け
て
も
悲
し
む
に
値
し
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
も
そ
 
 

も
そ
の
よ
う
に
主
君
を
殺
し
父
を
殺
し
、
罪
も
な
い
人
を
殺
す
老
に
ほ
、
人
の
世
の
怯
律
に
刑
罰
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
小
ぎ
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原化記曹こついて  
1丁畠   

か
し
い
人
間
の
心
で
大
の
広
大
な
計
ら
い
を
責
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
述
べ
た
。
 
 

こ
の
よ
う
な
構
成
の
物
語
は
す
で
に
張
鷲
の
朝
野
顛
載
に
一
篇
だ
け
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
。
太
平
広
記
巻
一
六
九
の
「
張
鷲
 
 

自
号
浮
体
子
」
と
題
す
る
（
出
典
朝
野
金
成
）
物
語
の
構
成
は
、
 
 
 

婁
師
徳
は
柴
陽
の
人
で
納
言
で
あ
る
。
客
が
浮
体
子
に
尋
ね
る
、
「
婁
納
言
ほ
ど
ん
な
人
で
す
か
。
」
（
浮
体
子
は
）
 
答
え
る
、
 
 
 

「
納
言
は
ま
じ
め
で
お
だ
や
か
、
寛
容
で
き
ぴ
し
く
…
…
（
下
略
）
 
 

と
い
う
問
答
俸
で
、
十
名
の
則
天
武
后
朝
に
お
け
る
権
臣
の
批
評
を
し
て
い
る
。
広
記
の
標
題
注
ほ
ま
た
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
 
 

が
、
張
鷲
の
自
号
が
浮
休
千
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
好
資
料
で
あ
る
。
こ
の
方
式
を
原
化
記
の
こ
の
物
語
に
ひ
き
あ
て
て
考
え
る
 
 

と
、
「
洞
庭
子
」
 
と
い
う
人
物
こ
そ
こ
の
物
語
の
、
ひ
い
て
は
原
化
記
の
撰
者
り
号
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
朝
野
愈
載
に
は
し
ば
し
 
 

ば
「
浮
体
千
日
」
の
横
国
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
原
化
記
の
場
合
は
た
だ
こ
の
一
別
し
か
な
い
。
な
ぜ
原
化
記
の
他
の
作
品
に
こ
 
 

う
い
う
形
式
が
見
ら
れ
な
い
の
か
。
太
平
些
記
に
収
録
さ
九
る
さ
い
に
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
か
、
そ
れ
と
も
本
来
な
か
っ
た
も
の
 
 

か
。
こ
り
疑
問
を
解
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
原
化
記
の
撰
者
は
数
篇
の
作
品
の
末
尾
に
彼
の
物
語
転
関
す
る
感
想
や
批
評
や
考
証
を
短
く
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
 
 

⑳
僅
慎
恵
あ
物
語
り
最
後
に
お
い
て
、
「
古
の
醗
も
能
く
こ
れ
に
過
ぐ
る
な
し
」
 
と
女
主
人
公
の
復
讐
の
行
為
を
許
し
て
い
る
。
こ
 
 

の
よ
う
な
ほ
め
言
葉
は
、
全
く
ス
ト
ー
リ
ー
は
別
で
あ
る
が
自
行
締
の
李
娃
伝
に
も
、
作
者
自
行
簡
が
李
蛙
の
行
為
を
讃
美
す
る
有
 
 

名
な
文
句
、
「
あ
あ
、
侶
藩
の
姫
に
し
て
節
行
か
く
の
如
き
は
、
舌
先
の
烈
女
と
雄
も
胎
ゆ
る
能
は
ぎ
る
な
り
」
 
と
い
っ
て
い
る
の
 
 

に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
 
 
 

⑪
鄭
冊
の
物
語
は
、
温
州
刺
史
郡
冊
が
尿
解
す
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
部
の
死
に
ぎ
ま
に
対
し
て
、
そ
れ
が
真
 
 

実
ま
ち
が
い
な
い
「
屍
解
」
な
の
で
あ
っ
て
、
平
凡
な
死
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
ゥ
 
 
 

真
詰
に
云
ふ
「
其
れ
陰
徳
あ
る
と
道
を
好
み
仙
を
信
ず
る
著
と
は
、
此
の
例
（
死
ん
で
も
形
体
柔
軟
・
蹄
色
が
生
前
と
変
ら
な
 
 
 

い
）
の
品
格
け
だ
し
多
し
」
と
。
郭
公
潜
化
の
跡
、
虚
無
の
位
を
現
れ
ば
、
其
れ
昭
昭
乎
た
り
。
 
 

お
そ
ら
く
鄭
の
死
に
つ
い
て
鄭
の
側
近
に
は
そ
れ
を
道
教
で
言
う
屍
解
な
ど
と
い
う
も
の
で
ほ
な
く
あ
り
き
た
り
の
死
に
す
ぎ
な
い
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と
見
る
人
た
ち
が
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
撰
者
は
こ
と
さ
ら
邸
の
日
常
が
熱
心
な
神
仙
術
の
借
着
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
 
 
 

1
 
 た

か
ら
、
道
苦
「
真
詰
」
苗
胡
梁
の
陶
弘
景
撰
）
の
権
威
に
よ
っ
て
屍
解
説
を
強
調
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
太
平
御
覧
巻
六
六
 
 
 

四
道
部
六
の
屍
解
の
項
に
真
語
を
引
い
て
、
「
人
死
ん
で
は
必
ら
ず
其
の
形
を
見
る
や
生
人
の
ご
と
く
、
足
を
視
る
や
青
か
ら
ず
、
 
 

し
わ
 
 
皮
の
髄
よ
ら
ず
、
日
光
の
毀
け
ざ
る
は
皆
な
屍
解
な
り
ご
 
と
あ
り
、
ま
た
屍
解
し
た
人
ほ
天
上
の
官
に
任
命
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
 
 
 

ふ
う
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
道
教
り
信
仰
を
原
化
記
の
撰
者
洞
恒
子
も
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 

⑭
李
奴
の
物
語
に
お
い
て
、
主
人
に
打
た
れ
て
腹
た
て
た
奴
僕
が
、
同
輩
に
向
っ
て
「
今
年
は
閏
年
で
、
こ
う
い
う
年
は
虎
が
多
 
 
 

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
う
し
て
私
を
食
わ
な
い
の
か
な
あ
」
と
主
人
を
怨
嗟
L
た
と
こ
ろ
、
門
を
出
る
や
い
な
や
虎
に
食
わ
れ
 
 

て
L
ま
う
。
し
か
も
白
倉
の
身
に
つ
け
た
も
り
を
き
ち
ん
と
脱
い
で
食
わ
九
て
い
た
、
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
、
 
 

「
蓋
し
虎
ほ
能
く
殺
さ
れ
し
老
り
魂
神
を
役
催
す
と
二
こ
れ
は
そ
の
）
為
す
所
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
虎
に
使
役
さ
れ
る
人
間
の
 
 

亡
霊
を
「
債
鬼
」
と
言
う
。
彼
等
は
虎
に
食
わ
れ
た
京
九
に
も
不
幸
な
人
の
亡
雷
で
あ
る
。
彼
等
は
虎
の
命
ず
る
ま
ま
に
自
ら
裸
に
 
 

（
1
5
）
 
 

な
っ
て
自
分
の
身
体
を
虎
の
餌
食
に
し
た
り
、
虎
の
手
先
き
に
な
る
。
段
成
式
の
酉
陽
維
姐
の
郡
思
遠
の
物
語
に
は
、
「
虎
は
人
を
 
 

は
じ
 
 

し
か
は
わ
 
殺
す
や
、
能
く
戸
を
し
て
起
ち
て
自
ら
衣
を
解
か
し
め
、
方
め
て
之
を
食
ふ
」
と
説
明
し
て
い
る
ほ
ど
に
李
奴
の
物
語
の
奴
僕
の
 
 

行
為
ほ
そ
う
し
た
債
鬼
の
哀
れ
な
行
動
で
あ
る
こ
と
を
原
化
記
の
撰
者
は
ま
だ
究
明
し
て
い
な
い
。
ま
た
原
化
記
以
前
に
も
、
戴
李
 
 

（
ぴ
）
 
 

の
広
異
記
の
劉
老
り
諸
に
は
、
鷲
鳥
飼
い
が
虎
に
鳥
が
盗
ら
れ
る
の
で
罠
を
し
か
け
て
虎
を
捕
え
よ
う
と
し
た
が
、
債
鬼
が
現
わ
れ
 
 

て
そ
の
仕
掛
け
を
外
し
て
ゆ
く
た
め
に
一
頭
も
取
れ
な
い
。
村
人
が
因
っ
て
い
る
と
老
人
が
現
わ
れ
、
侶
鬼
に
梅
や
揚
場
を
食
わ
せ
 
 

る
と
被
害
が
少
い
だ
ろ
う
と
敢
え
て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
手
配
を
し
た
ら
、
虎
が
罠
の
中
に
陥
っ
て
い
た
、
と
い
う
告
が
収
め
ら
れ
 
 

て
い
る
。
こ
れ
ら
債
鬼
を
中
心
と
し
た
物
語
を
比
較
し
て
み
る
と
、
償
鬼
り
奇
妙
な
行
為
を
記
述
し
ょ
う
と
す
る
広
異
記
の
撰
者
に
 
 

対
し
て
、
奴
僕
の
怨
嗟
が
か
え
っ
て
自
ら
災
を
招
く
こ
と
に
な
る
不
思
謀
を
措
く
方
向
に
原
化
記
の
撰
者
は
志
し
て
お
り
、
晩
唐
の
 
 

段
成
式
ほ
債
鬼
の
性
格
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
承
の
合
理
的
説
明
の
方
向
へ
と
撰
者
は
志
す
と
同
時
に
、
伝
 
 

承
の
不
思
議
の
上
に
自
ら
を
載
せ
て
新
し
い
テ
ー
マ
を
捜
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
合
理
的
説
明
へ
の
 
 

志
向
と
文
学
的
発
醸
へ
の
欲
求
は
中
唐
小
説
作
者
た
ち
の
進
む
べ
き
二
つ
の
方
向
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
奇
雫
を
極
力
解
明
し
よ
う
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五
、
む
 
 
す
 
 
び
 
 

以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
原
化
記
は
ほ
ぼ
六
十
篇
ほ
ど
の
比
較
的
短
い
物
語
を
集
め
た
小
説
集
で
あ
り
、
撰
者
は
そ
の
題
名
 
 

が
示
す
よ
う
に
 
「
化
」
を
探
究
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
一
種
の
常
道
両
教
の
混
清
し
た
観
念
か
ら
、
「
化
」
 
の
存
在
を
信
じ
、
物
語
 
 

を
書
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
撰
者
の
氏
名
は
判
明
し
な
い
が
、
洞
庭
子
と
い
う
号
を
持
ち
、
長
安
や
蘇
州
・
温
州
・
洪
州
の
 
 

地
に
住
ん
だ
可
能
性
が
強
く
、
階
級
も
せ
い
ぜ
い
県
尉
程
度
以
上
に
は
出
な
い
下
級
の
知
識
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

原
化
記
q
善
か
れ
た
時
代
は
貞
元
か
ら
元
利
の
中
期
に
及
び
、
進
士
出
身
の
文
学
者
た
ち
が
、
浪
湊
的
小
説
を
書
き
始
め
た
時
代
 
 

で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
原
化
記
も
ま
た
、
人
物
の
と
り
上
げ
か
た
、
事
件
の
考
証
の
し
か
た
に
そ
れ
ら
進
土
階
 
 

級
り
文
人
た
ち
と
同
じ
方
法
を
取
り
つ
つ
あ
る
が
、
し
か
し
、
彼
等
ほ
ど
に
は
文
学
的
で
ほ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
環
境
が
然
ら
 
 

し
め
た
も
の
と
考
え
ぎ
る
を
得
な
い
。
 
 

（
昭
和
五
十
七
年
八
月
二
十
一
日
）
 
 

と
古
典
の
知
識
を
引
用
し
た
り
、
倫
理
道
徳
の
規
範
を
拡
大
し
て
掬
い
上
げ
た
り
す
る
反
蘭
、
よ
り
浪
漫
的
に
文
学
的
装
飾
を
施
し
 
 

て
楽
し
も
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
撰
者
が
進
士
志
望
老
あ
る
い
ほ
そ
の
合
格
者
で
あ
れ
ば
一
層
そ
の
傾
向
を
強
め
、
彼
等
の
友
 
 

人
グ
ル
ー
．
フ
や
先
輩
さ
ら
に
権
力
者
と
の
交
際
の
状
況
に
応
じ
て
小
説
の
創
作
は
方
向
を
変
え
得
た
と
思
わ
れ
る
。
中
唐
期
が
客
観
 
 

的
に
そ
う
い
う
小
説
の
時
期
に
入
っ
て
き
た
こ
と
は
、
以
上
の
僅
か
な
例
に
よ
っ
て
も
証
明
で
き
よ
う
。
 
 

4 3 21  

注
 
 

内
山
知
也
 
中
唐
初
期
の
小
説
～
「
広
異
記
－
を
中
心
と
し
て
ー
⊥
加
賀
博
士
退
官
記
念
中
国
文
史
哲
学
論
集
〉
 
 

厳
一
弾
校
録
太
平
広
記
校
勘
記
（
民
国
五
九
年
十
月
芸
文
印
書
鰐
刊
）
 
 

太
平
広
記
巻
四
二
六
「
封
郡
」
参
照
 
 

太
平
広
記
巻
四
二
六
「
師
道
宜
」
参
照
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Ⅶ
岨
コ
 
 

（
1
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）
 
 

（
1
5
V
 
 

（
1
6
）
 
 
 

（
且
 
 

「
南
陽
士
人
J
の
物
語
で
ほ
天
神
が
債
鬼
と
化
し
た
ら
L
い
士
人
に
命
令
を
与
え
て
王
評
事
を
食
わ
せ
る
。
こ
の
天
神
の
性
格
ほ
仏
教
の
展
陀
産
ま
 
6
1
 
 

た
は
迷
恒
産
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
台
湾
瑞
成
膏
局
刊
仏
学
辞
典
一
〇
五
五
貢
「
屈
陀
羅
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
「
十
諏
律
二
日
、
「
有
 
 

比
丘
、
以
二
十
九
日
、
求
全
身
死
人
、
召
鬼
光
戸
令
起
、
水
洗
著
衣
薯
刀
手
中
、
苦
心
念
書
口
説
、
我
為
某
故
作
昆
陀
薙
、
即
諦
兇
術
、
是
名
昆
陀
 
 

落
成
。
若
所
欲
東
人
、
或
入
神
定
、
成
人
演
尽
定
、
或
入
港
心
三
雄
、
苦
有
大
刀
先
師
護
念
救
解
－
苦
有
夫
力
天
神
守
護
、
則
不
能
害
。
是
作
荒
比
 
 

丘
、
先
弁
一
羊
、
若
得
芭
蕉
一
樹
、
若
不
等
寂
前
人
者
、
当
穀
是
羊
若
役
真
樹
、
如
是
作
者
善
、
若
不
雨
着
、
還
殺
比
丘
。
是
名
見
陀
屡
ご
〓
韓
婆
塞
 
 

五
戒
相
薩
所
説
同
り
」
 
こ
れ
は
死
人
の
霊
魂
な
呼
び
も
ど
し
、
死
人
を
使
っ
て
殺
人
を
行
う
児
術
で
あ
る
。
 
 
 

太
平
広
記
巻
四
二
九
「
張
逢
」
参
照
 
 
 

太
平
広
記
巻
四
二
七
「
李
故
」
参
照
 
 
 

内
山
知
也
「
開
店
小
説
研
究
」
八
九
頁
「
冥
報
記
と
唐
臨
の
周
辺
」
参
照
 
 
 

内
山
知
也
「
楕
唐
小
説
研
究
」
二
五
五
頁
参
照
 
 
 

「
夏
」
ほ
「
敵
」
の
誤
記
。
史
記
親
木
紀
に
「
帝
武
乙
無
道
、
為
偶
人
、
謂
乏
天
神
。
与
之
博
、
令
人
為
行
天
神
、
不
勝
乃
款
犀
乏
。
為
草
嚢
盛
 
 

血
、
仰
而
射
之
、
命
日
射
天
。
武
乙
臓
於
河
滑
土
間
、
菓
寓
震
死
。
子
女
丁
立
ご
と
あ
る
。
 
 
 

太
平
御
宝
巻
九
五
四
木
部
三
相
の
項
に
引
く
幽
明
録
に
、
「
王
丞
稲
見
郭
宗
純
、
請
為
一
卦
。
割
成
、
郭
意
甚
悪
ご
彗
有
責
厄
、
公
能
命
駕
酉
比
 
 

叡
里
、
得
一
拍
樹
、
載
如
公
長
、
置
常
寝
処
、
災
可
消
也
。
王
従
乏
。
数
日
果
貫
、
柏
木
粉
砕
。
」
と
あ
る
。
 
 
 

論
語
郷
党
第
十
参
照
 
 
 

礼
記
玉
藻
第
十
三
参
照
 
 
 

原
文
忙
ほ
書
名
が
欠
け
て
い
る
が
、
易
震
卦
の
象
伝
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
 
 
 

太
平
広
記
巻
四
三
〇
「
鄭
思
遠
」
参
照
 
 
 

太
平
広
記
巻
四
三
一
「
劃
老
」
参
照
 
 
 




